
規格省令  閉鎖型スプリンクラーヘッドの技術上の規格を定

める省令（昭和 40 年 1 月 12 日自治省令第２号） 

設置基準      消防法施行令第 12 条など  
（スプリンクラー設備） 危険物の規制に関する政令第２０条  

消防機器早わかり講座 
 

閉鎖型スプリンクラーヘッド 

 

 

 

 

  

 

 

＜スプリンクラーヘッドとは＞ 

 閉鎖型スプリンクラーヘッド（以下「ヘッド」という。）は、防火対象物の上部、又は、

天井に取り付けられ、火災の熱によりヘッドの周囲温度が上昇すると、ヘッドの感熱体が破

壊、又は、変形しヘッドの放水を阻止している栓などが外れて放水口から加圧された水が流

出します。流出した水は、デフレクターにあたり分散されて、散水を行うものです。 

なお、感熱体は、易融性金属により融着され、又は、易融性物質により組み立てられたヒ

ュージブルリンク型と、ガラス球の中に液体等を封入したグラスバルブ型とがあります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ヘッドの形状 

  ヘッドの形状は、初期の頃は、図２ａのような馬蹄形のフレームが使われ、その後、図

２ｂのようなマルチ型と呼ばれる装飾性を加味したヘッドが開発され、次に、図２ｃのよ

うなフラッシュ型と呼ばれる天井からの突出部を減らしたヘッドが開発されました。 
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図１ 感熱体のタイプ別構造 
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http://law.e-gov.go.jp/htmldata/S40/S40F04301000002.html
http://law.e-gov.go.jp/htmldata/S40/S40F04301000002.html
http://law.e-gov.go.jp/htmldata/S36/S36SE037.html


 

 

 

 

 

 

 

 

２ ヘッドの種類 

ヘッドは、散水の状態により標準型と側壁型とに分類されます。また、取り付け方向に

より上向きヘッドと下向きヘッドに分類されます。上向きヘッドとは、放水口より加圧さ

れた水が上方に出て、デフレクターにあたり、散水を行うものをいいます。下向きヘッド

は、放水口より加圧された水が下方に出て、デフレクターにあたり散水を行うものをいい

ます。 

ヘッド１つ当たりの放水量は、0.1MPa で呼び８のものは、毎分約３０Ｌ～５０L 未満、

呼び１０のものは、毎分約５０L、呼び 15 のものは、毎分約 80L、呼び 20 のものは、

毎分 114L の水を放出することができます。現在、我が国で使われているヘッドの多く

が呼び 15 のものです。 

 

（１）標準型ヘッド（有効散水半径 2.3 , 2.6） 

標準型ヘッドとは、加圧された水をヘッド

の軸心を中心とした円状に均一に分散するヘ

ッドをいいます。標準型のうち、上向きに取

り付けられるヘッドは SSU、下向きに取り付

けられるヘッドはSSP等と略号にて表示され

ています。なお、散水分布は図３の様になっ

ており、0.1MPa から 1MPa の圧力範囲内で

半径 2.3m、2.6m の範囲に散水能力を有する

ものとなっています。 

 

（２）小区画型ヘッド 

小区画型ヘッドとは、加圧された水をヘッ

ドの軸心を中心とした円上に均一に分散し天

井下 0.5m までの壁面を有効濡らすヘッドで、

散水分布は、図４のようになっており、

0.1MPa から 1MPa の圧力範囲内で半径

2.6m の範囲に、平均採水量が 0.2L/min 以

上、各採水ますの採水量が 0.02L/min 以上の

散水能力を有するものとなっています。 
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図２ ヘッドの開発による変遷 

ａ 馬蹄形 ｂ マルチ型 

図３ 有効散水半径 2.3 , 2.6 散水パターン  

図４ 小区画型ヘッド散水パターン 

ｃ フラッシュ型 
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また、小区画型ヘッドのうち、特定施設水

道連結型スプリンクラー設備に使用する水道

連結型ヘッドは、表示された圧力から、1MPa

の圧力範囲内で半径 2.6m の範囲に、平均採

水量が 0.０８L/min 以上、各採水ますの採水

量が 0.02L/min 以上の散水能力を有するも

のとなっています。 

 

（３）側壁型ヘッド 

側壁型ヘッドとは、加圧された水をヘッド

の軸心を中心とした半円状に均一に分散する

ヘッドをいいます。側壁型のうち、上向きに

取り付けられるヘッドは SWU、下向きに取り

付けられるヘッドは SWP 等と略号にて表示

されています。なお、散水分布は図６の様に

なっており、0.1MPa から 1MPa の圧力範囲

内で、壁の前方に 3.63m、壁の両側に 1.9m

の散水能力を有するものです。 

 

４ ヘッドの温度による選択 

 ヘッドは取り付ける周囲の温度に応じて標示温度に見

合うヘッドを選ぶ必要があります。一般的に、周囲温度

が高い厨房等には、標示温度の高いヘッドを使い、誤作

動が起きないようにヘッドを選択しなければなりません。

また、ヘッドには、標示温度の区分により表１のように

識別のために色別の表示（色づけ）がされています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ ヘッドの作動状況 
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標示温度の区分 色別

60度未満 黒

60度以上75度未満 無

75度以上121度未満 白

121度以上162度未満 青

162度以上200度未満 赤

200度以上260度未満 緑

260度以上 黄

警戒時
水を放出するオリフィスは、

分解部分（図中ｵﾚﾝｼﾞ色部
分）と弁（図中黄色部分）

によって閉止。

火災発生
感熱部（図中青色部分）が熱

せられ、分解部分に組み込ま
れた可溶片（図中の赤色部

分）が溶ける温度まで上昇。

分解・作動
可溶片が溶けると分解部分

が分解して落下し、弁から
離れ、落下。

放水時
オリフィスから放水された水は、

デフレクターにより均一に散水
され、消火に至る。

図５ 水道連結型 

図６ 側壁型ヘッド散水パターン 

表１ 表示温度とその色別 

オリフィス
弁

可溶片 分解部分

感熱部

壁 

 



認証区分  検 定 

根拠条文  消防法第 21 条の 2 

制度の概要 日本消防検定協会又は登録検定機関が規格省令に適合することを試験し、

総務大臣が型式承認を行い、日本消防検定協会又は登録検定機関が検査し、

合格の表示を付します。合格表示が付されたものでなければ、販売や陳列、

工事使用等が禁止（法的拘束力あり）されています。 

５ 表示内容 

  ヘッドには、次の事項が見やすい箇所に表示されています。 

(1) 製造者名又は商標、製造年 

 (2) 標示温度とその区分に応じた色別 

 (3) 取付け方向 

 (4) １種のものにあっては「①」もしくは「QR」 

 (5) ｒ2.6 のものにあっては、「2.6」 

    (6) 小区画型ヘッド（水道連結型ヘッドを除く）のものにあっては、「小」又は「S」及 

び流量定数 K 

 (7) 水道連結型ヘッドのものにあっては、「W」、流量定数 K 及び 0.05MPa 又は放水量

が 30L/min となる放水圧力のうち、いずれか大きい値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜表示＞ 

○ 型式番号 

日本消防検定協会の型式試験において、製品の形状、構造、材質、成分及び性能が、基

準に適合し、かつ、総務大臣の承認を受けたものに付けられる番号です。『ス第○○〜○

○号』という形式で表記されます。 

 

○ 型式検定合格の表示 

  日本消防検定協会の型式適合検定に合格した製品には、右

図のような型式適合検定合格の表示がシールにより表示され

ます。 

 

 型式適合検定合格の表示  

(シール) 
（大きさ:外径 3mm） 

http://law.e-gov.go.jp/htmldata/S23/S23HO186.html

